
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scier ユce 　 Association 　 of 　 Japan

研究資料

天然染料によるイン ドネシア BATIK の染色 （1）
− Ceriops ．　 candolleana 　ARN ．抽出液による染色と

Solo の BATIK 工房の Soga 　Brown 抽出液による染色一

Dyeing　of 　the　lndonesian　Ba量ik　with 　Na加 ra 国P國ant 　Pigments  
一一・Dyeing　vvith 匙he　Extracts　of　Ceriops．　cando 髏eana 　AR閥．　 and 　of 　Soga　Brown

fr◎m 壮he　BA
腫
『IK　industry　in　Soio．一

田中　陽子 Yoko 　Tanaka Otani　Women
’
s　Junior　College

Abstracts

　 The　bark　of　Ceriops ，　cando 目eana 　ARN 、，　which 　is　one 　Of　the　Soga 　BrOwn 　of †he　tradltional　 Batik

dyestliffs，　 cQntains 　 useful　 pigments　 tQ　 dye　 texti「es　 brown ，　丁he　 color 　 effeGts　 of　 bQth　 CeriOps．

candolleana 　ARN ．　and 　Soga　Brown　used 　in　the　Batlk　industry　in　Soio （lndonesia）on 　the　dyed　fiber

powders 　such 　as 　ce 凵u【ose
，
　silk

，
　nylon

，
　and 　ch 辻osan 　were 　investigated　by　means 　of　CIE （1976）L ＊

a
木

b “

system ，　 There　were 　some 　noticeable 　differences　of　the　color 　on 　the　dyed　fiber　powders ，　 That　is

b＊ and 　Ls　values 　of　the　dyed　chitosan 　powder ，　which 　has　many 　amino 　termlni，　were 　Iower　than　the

other　f「ber　powders．

　The　chemica 亅components 　of　bQth　the　aqueous 　extracts 　before　dye 「ng 　and 　the　ones 　after 　dyeing

the　fiber　powders 　were 　then　analyzed 　with 　a　hjgh　performanGe 　liquld　 chromatograph （HPLC ）and

spectrophotometer 　in　order 　to　recognize 　the　affinlty　between　the　pigments 　and †he　fiber　powders ．

The　Ceriops，　cando 凵eana 　ARN ，　contaLns 　at 【east　20　kinds　of　chemica ［components 　at　278　nm 　and 　9

kinds　of　chemical 　components 　at　476 ［m 　 in　the　solution 　extracted 　by　90℃ dist「Iled　water 、　 It　a 「so

contains 　g　kinds　of　chemical 　components 　in　the　solution 　extracted 　 by　methanol ，　 Soga 　Brown 　used

in　 the　 Batlk　 industry　in　 Soio　 cQntains 　at　Ieast　25　 kinds　 of　chemica 】components 　 in　 the　solution

extracted 　by　90℃ distilled　water ．　 Sig醂 ioant　dlfferences　were 　detected　in　peak 　height　and 　retention

time　among 　the　extracts 　after 　dyeing　the　different　fiber　powders．

　 The　 color 　ef†ec 重 of　GeriQps ．　 candolfeana 　ARN ．　 on 　 the　dyed 　 fabrics　 due　 to　 temperature
，
　 tjme

，

frequency　of　dyeing，　 concentration 　and 　 mordant 「ng 　 method ，　which 　are 　impQrtant　po 「nts 　in　the　Ba†ik

dyeing　 method ，　were 　investigated　by　means 　of　L＊a ＊b ’ system ．　 The　Batik　dyeing　 method ，　 dyeing

frequently　under 　room 　temperature 　after 　mordanting ，　was 　found　to　be　effect 「ve 　as 　a　resu ほ，

要　旨

　　天 然染料 に よる 伝統的イ ン ドネ シ ア BATIK （バ テ ィ ッ ク）の 染色 材料＄oga 　 Brown は Tengi ，

Djawa ，
　 Jambar ，

　 Tegerang その他の混合物であり
一

般的に ソ ガ と呼ばれて い る 。
　 Tengi （Oeriops ．

Gandolleana 　ARN ．）の樹皮は布帛を褐色に染める色素を含有 し亡 い る 。 イン ドネシ ア Solo の BATIK 工場

で 使用されて い る天然染料 による Soga 　Brown の抽出原液と Oerlops ．　candolleana 　ARN ．の樹皮抽出液

にセ ル ロ
ー

ス
， シル ク ， ナイ ロ ン そ して キ トサ ン の繊維微粉宋を温度別 に 浸 し

，
そ の 色彩 を 0 ［E （1976）L ＊

a
’b ＊

値によ り測色 して 検討 した 。 その結果多くの宋端 アミノ基を有 するキ トサ ンの b ＊

値 ， L ＊

値 は他の繊維微粉末 に比

較して 顕著に低か っ た 。
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　そ こ で どの成分が微粉末と親和性があるのかを確認するために ， 未染色の抽出物と各繊維微粉末を染色 した後の

抽出物を紫外可視吸収ス ペ ク トルの変化と高速液体クロ マ トグラ フ ィ
ー （HPLO ）によ り分析 した 。 〔⊃eriop ＄，

oandoHeana 　ARN ．は90℃蒸留水で 抽出した溶液に は27Bnmで少なくとも20種類，476nmで 9種類の ピーク，

メタ ノ
ー

ル抽出液では27Bnmで 9種類のピー
クが認められた 。 99℃蒸留水で抽出 した Soga 　Brown の溶液には

E5種類の化学成分を含ん で い る こ とが確認 で きた。それぞれの繊維微粉末を常温 と高温 に 分 けて 染色 した後の溶液

はピ
ー

クの 高さと保持時間 とか ら吸収された成分を推定 した。

　BAT ［κの染色技法の重要点で ある 温度，時間，重ね染め，濃度，媒染方法の影響を被染布の 測色に よ り検討し

た。その結果，先媒染，常温 での重ね染めと い う BATIK の染色技法は適切であると考え られる 。

　 1．緒言

　 1．1。Soga 　Brown につ い て

　藍地に白い文様を ロ ウを使 っ て 染色する従来のイン

ドネシア BATIK （バ テ ィ ッ ク）も 16世紀 の 終 わり頃

か ら ， ジ ャ ワ で BATIK に特徴的に み られる褐色系統

の Soga （ソ ガ） と 呼 ば れ る 染 料 （Soga

Brown ）が取 り入れられた。その後華僑勢力の増大

とともに ， 宮廷手芸 で あ っ たBATIK は急速 に
一

般庶

民 に も拡が っ た
D。こ の Soga 　 Brown の 染液 は主

と して 次のような植物染料の樹皮，心材等の 混合物と

し て 抽出 さ れる 。 ま ず代表的 4種類 の植物染料と し て
，

Tengi ；学名OerioPs ．　 oandOIIe 日na 　ARN ．

（Rhlzophoraoeau ）， 口 jawa ； 学 名

Oaesalpiaia 　 Sappan 　 L 　nne ，

（Leguminosae ），　 Jambar ；学 名 Peltpho 「
−

um 　 ferrugin 〔∋ um 　 E3ENT 日 ．

（Legumlnosae ），　 Tege 「an9 ；学 名 Ou −

dra［ia　J日〉 日nen ＄1＄ Treou 【．（Morao 巳ae ）

が あげ られ る 。 さ ら に
， Kumbang 　Pulu ；学名

Oarthamus 　Tinctorius ，
　 Sa 厂I　 Kunin9 ；学

名＄ophora 　Japonioa 　L ，
　 Kunir；学名Our−

ouma 　Longa 　L．，　 Ble冂 dok 　Trembalo等が追

加 され る こと も あ る と いう 。 Tengi ，　 DJawa ，

Jambar ，
　 Tegerang 等の 混合割合の 報告も瞹昧

なものが多 く ， その他の 混合物の添加 につ い て は殆ど

世襲 の 秘 術 と し て 伝 承 さ れ て い る
D2＞

。 多 くの

BATIK 工場が大量生産をめざ して ナ フ ト
ー

ル 染料 で

の染色 に 移 っ た今日でも，まだ幾つ かの 工 房 では天然

染料 を 使用 して Soga 　 Brown を作り出 し染 色工 程

の
一

環で使用 して伝統的色彩の BATIK を生み 出して

い る。

　1．2。Ce 「iops．　candolleana 　ARN ．に つ い て

　OeriOP6 ．　 candollea ［a　 ARN ．は ， 別 名 で

Oeriopsis ，　 Roxbu 厂ghiana 　ARN ．，　 Oer 一

ioPs．　tagal （Per 「．＞0 ．　B ．　Robins ．，　 Rhizo −

phora 　tagal　 Pers と記される こ ともあり，俗名

で フ ィ
1
丿 ピン で は tangal ， イ ン ドネ シ ア で は

Tengi とも呼ばれ る 双子葉植物 で，常緑 の 小さな マ

ン グ ローブ樹で ある 。 分類学的には ヒ ルギ科ケリオプ

ス 属 コ ヒ ル ギ類に 属 し
，

形態的に も 支柱根お よ び呼吸

根を持つ 塩生植物である 。 つ ま り，熱帯，亜熱帯の陸

と海の境界領域 に生育する樹木で ， 海岸か ら内陸側に

移る に つ れて 群落を構成 し，そ れ ぞ れ樹種が異 な る帯

状構造で分布して い る
3］a｝5）6）

。

　似た よ う な マ ン グ ロ
ーブ樹の オ ヒル ギ ， メ ヒ ル ギ等

の樹皮 を乾燥 したものを総称 して 「丹殻」，ある いは

ヤエヤマ ヒルギ，フタゴヒルギ，べ ニ ガク ヒ ルギ等か

ら抽出 し た エ キ ス を 「カ ッ チ」ま た は 「カ テキ ュ
ー」

と呼ぶ 。 それ らは商業用タンニ ン材料 として医薬品 ，

生皮の なめ し剤 ， 防腐剤 ， 染色材料として 藍 の 下染め

等 に使用ざれ て きたとい う報告
7）8）9｝10）

もあ る が，その

色素成分，染着性に関 しては不 明な点が多 い 。 ま して，

Ceriops ．　 oandollea 冂a 　 ARN ．に 関す る染色材

料 と しての報 告 は，Ohemioal 　Abstraots にも

見当たらず，なぜ多くのマ ン グ ローブ樹の中からとり

わけOeriops ．　candolleana 　ARN ．が使用 され

てきたのかは不明である 。 医薬面からプロ シアニ ジン

の Eつ の 立体異性体が分離出来る と い う報告
1D
がある

の み で 色素成分も明らか で はな い 。

　 1。3．属的

　本研究は今後ますます減少化傾向にある古典的天然

染料に よ る BAT ［K の蟇調染料 で ある Soga と呼 ば

れ る染料 （Soga 　 Brown ）， その混合 物の 染料群

の
一

つ で ある （⊃eriops ．　oandolleana 　 ARN ．を

と D上 げて ， 染色前後 で の色素の組成変化を比較検討

す る こ とか らどの 色素成分が どの 程度染着した時どの

よう に 色彩特性が発 現する か を科学的に把握 し よう と

考えた 。 通常構造未知物質の化学構造を知る手段と し

一 二＝ 二 ：：］148 ［一
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て高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（HPL 〔⊃），核磁気

共鳴 ス ペ ク トル （NMR ）質量分析 （M ＄）等の手法

がある が，まず抽出液で の色素の 組成を知るため に高

速液体ク ロ マ トグラフ分析，紫外可視吸収ス ペ ク トル

分析を行 い，染色条件を決定するために各染色条件 の

影響を検討 した上 で ，さ らに親和性 の 異な る 繊維微粉

末の中で もよ り親和性の高い基材を探 して染色を行い，

そ の染色後の 色素成分の組成変化を高速液体クロ マ ト

グラフと紫外可視吸収ス ペ ク トルか ら分析し，

一
方繊

維微粉末に吸着 した色素成分 の 色彩特性を色差計か ら

検討する こ とで染色に よる色彩特性の発現を把握し て

BATIK の天然染料の新し い利用方法を模索する こ と

も目的と した。

　そ の 前 に ， ま ず OerioPs ．　 Gand ⊂〕lleana

ARN ．か ら蒸留水 で 抽 出した色 素 で 絹布，綿布を染

色 して ，そ の染色条件 （温度，時間，回数，濃度，濃

度別アル ミニ ウ ム 後媒染及び先媒染）の影 響を OIE

（19ア6）じ a
＊

げ 表色系 の 数値 から比較検討す る こ と

を 試み た 。 蒸留水 抽出液 （90
°
0 ， 3Dmin，浴比1：

100）の PH は 5．3Eで ありSolo の 工 房よ り持ち 帰 っ

たSoga 　 Brown の蒸留水希釈液 （99℃ ， 30min，

浴比 i：旧0）の P トHは6．96で あ っ たが ， 本報で は被染

布 に おげる 色彩 の 影 響を考慮 して 液 の PH コ ン トロ
ー

ル は行わなか っ た 。

　その 後蒸留水 とメ タ ノール か ら抽出 した 色素 でセ ル

ロ
ー

ス ， シルク，アミ ド結合を数 多く持つ ポリアミ ド

のナイ ロ ン ， 末端 ア ミノ基を数多く持つ 糖で あるキ ト

サ ン の微粉未を選びだした 。 そ れ らを染色後そ の 色彩

を比較検討する と同時にその染色前後の液を高速液体

ク ロ マ ト・グラ フ ィ
ー

を使用 して 展 開， 分離を行 い
， そ

の差異につ いて 検 討する こ とを目的とした 。

　
一

方イン ドネシ ア の SoFo の 工 房 で 作られて い る

Soga 　 Brown の抽 出液 も 同様 に 蒸留水 と メ タ ノー

ル で希釈した後セル ロ
ー

ス，シ ル ク， ナイ ［コン，キ ト

サ ン の 微粉末 を 染色 して そ の 色彩 を 比較検 討す る 参考

材料と してと り上げた。

　2．実験方法

　2．1．色素材料

　イ ン ドネ シ ア ， ジ ョ クジ ャ カル タ産 の Oeriops ．

cando ［1巳ana 　ARN ．の 乾燥樹皮を 2〜 Bmmに粉砕

後使用 した 。 So8a 　 Brown はSoioの］二房で作ら

れて い る抽出液エ キス を持ち帰り，その まま希釈して

使用 した 。 色素材料は不明 で ある 。

　2．2．色素の抽出

　 OerioPs ．　 candolleana 　 ARN ．の乾燥樹 皮の

粉末 19 に蒸留水 を100倍量力口え WATER 　BATH

B ＄
−45 （大和科学工業製）を 使用 して 90℃で 30分悶

浸漬 しガ ラ ス 捧 で 5分置き に攪拌した後濾 過 し て抽出

した 。 また メ タ ノールも同量 で 25℃で 30分間浸漬した

ガラス捧で 5分置き に攪拌 した後濾過 して 抽出した 。

濃度別抽出にお い て は乾燥樹皮各 O，LO ．5，1，3，5，

79 に蒸留水 TOO倍量加えWATER 　 BATH 　 BS −45

を使用 して 90℃で 30分問煮沸後濾過 して抽出 した 。

　2．3．染色方法および条件

　2．3．1．被染物

　供試布は絹 ， 綿の 平織布を使用 して．いずれもネオ

プ ラ イ マ ーゼ，ノ イ ゲ ン WS で 浴比 1：30， 温度90℃

にて3D分間熱煎後
一

昼夜浸漬後水洗操作を繰 り返 し，

糊抜 き ， 精練の前処理 を行っ た後に室内乾燥し，緯］O
cmで 19 に裁断して使用 した 。 セル ロ

ー
ス，シ ル ク，

ナイロ ン，キ トサ ン の微粉未はイ八 ラケミカル工業製

を使用 した
。

　2。3．2．媒染剤

　媒染剤と し て 酢酸 ア ル ミ ニ ウム Al （CH ， C］02 ）・

nH20 を使用した 。

　2．3．3．染色

　染色 はWATER 　 BATH 　 BS −45 （大和科学工 業

製）を使用 し て染色後，水洗せ ず室温 で その ま ま乾燥

ざせ た 。

　温度の 影響を浴比 1：100， 濃度 19／100ccの染浴の

温厦差 （20，30，40，50，60，70℃）で 30分間染色し

た 。

　続 い て
， 染色時間の影響を測定する た め に布 19 を

浴比 1：100， 濃度 19 ／1DDoc， 80℃の染浴 に染色時間

差 （5， ］0， 15， 20， 3D， 4G， 50， 60分 問）で 染色 し

た。同 じよ うに ， 90℃ の 染浴に染色時間差 （5，10，

20， 30， 40分間）で 染色 した 。

　さら に，30℃ の 同染浴 （布 19 を浴比 1 ：100，濃度

19 ／1BOoo）にお い て染色回数の 影響を測定するため

に，1B分間染色を 1〜 6回繰り返 し各染色回数 の布を

作成した 。

　染色濃度の影響を見るため に各濃度差 （0．1，口．5，

1，3，5，79／10Ooc）の 30℃染浴と90℃染浴の両方で

布 19 を浴比 1 ： 190Zi
’
30分間染色した 。

［＝ 一 ］ 149 ［二 ＝ ＝ ＝二 ＝ 二 ＝二＝二二＝ニコ
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　一般に 天然染料で染色する場合は染浴と媒染浴での

浸漬を何回か繰り返 すが ， 本研究で はア ルミニ ウム後

媒染とアルミニ ウム先媒染の 効 果を測定するため に
一

回の媒染で，いずれも同
一条件，布 19 を浴 比 1 ：100，

30℃で 30分間染色を行 っ た。後媒染で は染色 した後 ，

媒 染剤 濃 度 （L5 ，10，15，　 EO，？5，30〜85％ o ．w ．

f．） 10分問 3D℃で後媒染処理を行 っ た 。 先媒染では同

媒染剤濃度で 10分間 30℃で 先媒染処理を行 っ た後染色
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末は？5℃ と90℃の 両方で 浴比3 ：100の蒸留水で抽出し

た染浴 に30分悶染色すると同時にメタノ
ー

ル で抽出し

た浴比 3 ：100の 25℃ 染浴で も 30分 間染色を行っ た 。

　　2。4．被染物の測色

　　染色繊維の 測色は色差計 SZ Σ80 （日本 電色製）を

　　　　　　　　　　　　 用 い D／ 65 光源，旧度視野

△ ひ 　clear 　　　　　　法で 分光 比反射率曲線を求

　　　　　 め色度 図および色調図を作

　　　　　 成して染色繊維の色彩を比

　　　　　 較し た 。
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　2。5．抽出液の測定

　各抽出液の測定はそれぞ

れ所定の溶液で 10倍希釈後，

分光 光度計 ∪ −3？10型 （Eヨ

立製）を使用し，190〜B50

nm で紫外 ・可視吸収 ス ペ

ク トルを求め ， その 波形か

ら各抽出液の色彩 を比較し

た 。
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　2，6．高速液体クロマトグラフ

ィ
ーによる色素の展開と分離

　高速液体ク ロ マ トグ ラ フ

ィ
ーLO − 6A 型 （島津製）

と可変波長 モ ニ タ
ーSPD

− 6AV 型 （島津製）を 用

い ， 波 長2ア8nm と 476nm

で 測定した 。 展開液はメタ

ノ
ー

ル と蒸 留水 を容 積 比

3 ：アで混含させた溶液に，

0．3％ リン 酸を加えた 。 カ

ラ ム は逆 相 力 ラ ム 50 、 8 カ

ラ ム （46 × 15嘸 m） （Na −

kara1　Tesque 製）を用

い
， 色素の 展開 ・分離を行

っ た 。

3．結果および考察

3．1．被染布の色彩

3．1．1．染色温度の影響
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　被染布 （絹 ・綿）の色相

および色調 に 及 ぼす温度の

影 響 は Fig．1よ り明 らか

なように ， 染色温度の 上昇

に伴い絹は綿に比べ て低明

度 高彩度色が得 られ る 。

と こ ろが BATIK で 多用さ

れ る 綿はYR 方向 に色調変

化するのみで明彩度の変化

は少な い。色相が YR 方向

へ 変化する こ とは室温 で蒸

留水 に溶出する物質と温度

上昇 により溶 出する物質 で

は色素成分の比ある い は繊

維へ の 吸着の比が若干異な

る と考え られる。

　3．1．2．染色時間の影響

　被染布 （絹）の色相およ

び色調 に 及ぼす染色時問の

影響 は30℃染浴 の 場合 と

90℃染浴 の場 合 は Fig2

に ， さらに ， 被染布 （綿）

の 染色時間の 影響は30℃染

浴の場合と 9B℃染浴の場合

は 冖 g ．3 に示 した 。 こ れ

らよ り明 らか な よ う に ，

9B℃染浴におい て絹では短

い 時間 で も低 明度 高彩度

色が得られるが ， 綿 で は染

色 温 度 の 影 響に よ り わ ずか

に YR 方向ヘ シ フ トするだ

け で それ程 の 染色時間の影

響が み られな い 。 と こ ろ が，

30℃染浴に お い て は綿 は

90℃ 染浴 の 場合 と同 程 度 の

明度が得られる ばか りか時

間経過 によりさ ら に低明度

高彩度色が得られる 。 絹 ・

綿両方とも時間経過 ととも

に ， 3D℃染浴 で は同色相の

変化で彩度が上昇す る 。

3．1．3．染色回数の影響
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　30℃染浴で染色時間の影響が見られた こ とと関連 し

て同濃度でわずかに 10分の繰 り返 しで すら回数の増加

にっ れ絹 ・綿とも に低明度 高彩度 色が得 られ る。こ

の 結果からロ ウを使用する ため常温 で 繰り返 し染色 を

施す BATIK の染色技法を裏付ける も の と考え ら れ る 。

した色度 図と色 調図を Fig．7に示 した 。 さ らに ，

Solo の 工 房 で抽出さ れた＄oga 　 Brown の蒸留水

希釈液染浴 とメタノ
ール 希釈液染浴 により染色された

繊維微粉末の 測色数値をTable ．2 に ， そ の 数値か ら

作成 した色度図および色調図を Fig ．8 に示 した 。

　3。1．4．染色濃度の影響

　被染布 （絹）の 色相お よび色調に及 ぼす染色濃度 の

影響は 30℃染浴の場合は Fig．4 に 9［］
DC

染浴の場合は

Fig．5 に示 した 。
こ れ らよ り明 らか なよう に 被染布

は絹 ・綿ともに30℃染浴と90℃染浴の両方 で，高濃度

に なる に つ れ低明度 高彩度色が得られて い る 。 絹の

90℃染浴 で は3D℃染浴より低明度色が得られ て い る が，

綿 で は染浴温度の差による染色濃度の影響はそれ ほど

見られず，染色濃度そ の ものの影響が大きい と考え ら

れる 。 熱帯地域での長 い染色工程を考えると，染浴内

の水の蒸発 による染浴濃度の上昇が効果的に働 いて い

るもの とも考えられる。

　3．L5。アルミニ ウム媒染の方法の影響

　被染布 （絹 ・綿）の色相および色調 に及ぼす濃度の

上昇 に ともなう後媒染の 影響と ， さらに濃度の 上昇に

ともな う先媒染の影響は Fig．5 に 示 した 。 これ ら よ

り明らかなようにまずアルミニ ウム媒染でYR 方向へ

色調が変化するの が認められる 。

後媒染で は どの媒染濃度で も こ く　　　　　　　　
Abs

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．OOO
わずかな変化しか見 られない の に

対 して ， 先媒染 で は媒染濃度が高

くな る につ れ絹 ・綿ともに低明度

色が得られYR 方向で 高彩度色が

得られる 。
こ の こ とか ら後媒染よ

り先媒染に効果がある ことがわか

る 。

　3，2．被繊維微粉末の色彩

　Oer 「oPs ．　oandolleana

ARN ．の 蒸留水抽出液染浴 とメ

タノール 抽出液染浴で 染色された

繊維微粉末 （セル ロ
ース ，シ ルク，

ナイ ロ ン ， キ トサ ン）の分光比反

射率曲線を求め ， 3刺激値X ， Y ，

Z か らOIE （1976）L “

a
’ b ＊

表色　　Fig・9

系 の 数 値 を 算 出 し た 結 果 を

Tab 陀t　1に，そ の 数値か ら作成

　3．2。L 染色繊維素材の影響

　全般に染色条件 にかかわ らす O 巳riops ．　oandol −

leana　 ARN ．と被染布 （絹）との 親和性が高か っ た

の で
，

さ らに 他 の 蛋白繊維の 特徴 で ある ア ミ ド結合 ，

末端 アミ ノ基 を も つ 繊 維 と してナ イ ロ ン，β
一1， 4−

poly −D −giuoosamin が金賞状に っ なが っ た糖で あ

る が数多くの 末端ア ミ ノ基を持つ キ トサ ン の微粉末も

染色 した 。 Table ．1お よび Fig．7よ り明 らか なよう

に，蒸留水抽出液染浴で の 染色で はキ トサ ン から顕著

に低明度の褐色顔料が得られた 。 しかも常温染浴で も

高温染浴でも同程度に低 明度であ り，染浴内にある褐

色色素 の ほとんどを吸着して い るためか染色後の 染浴

は透 明感が得 られ て い る 。 こ の キトサ ン褐色顔料は用

いる基材が天然物であり，重金属や他の配合剤へ の影

響を考慮する必要がな く新 しい褐色顔料として期待出

来るもの と考え られる 。 色調にお い て セル ロース で は

Y 方向に 近 い 色素成分を吸着 して い る の に対 して，ナ

イロ ン ，
シ ル クではYR 方向，キ トサ ン ではさらに R

o。eoo　　　　 nq

2．000
　 Abs

800．or

Too．o

肌 ゜

　 500．o

o．oee

400．e

300．O

200．0

AbsOrption 　spec ヒra 　of 　七he　rnethano 工ic　ex しrac しs 　after

鑞 9。f誰 、夛1驚
e
牟茸甜 ε：、 囎

「96、、言1：、el

°

麗
dashed 　line ；　silk

，　The 　do 七一dashed 　line ；　ny ユon 、　The
do 七一dot −dashed 　コ」ine3　ch ⊥tosan ．
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　 Abs2
、ooo

2．ooo
　 　 AbsFig

．10

　 　 　 　 　 　 　 　 Abs
e．ooo　　 m
　 　 　 　 　 　 2，000
　 　 丁00，0

　　　
600 ，0

50e，O

4eo．o

300．O

　 2DO．o
　　　　　　　　　 o，00G　　　　 2．ooo　　　　　　　　　　　 o．ooo
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Abs

AbsorPtion 　spec しra 　of 　the 　dis しi工1ed　wa ヒer 　ext 二rac ヒs

員賠 、。、鬻
ngB

誼 爰， 書｝畿 含？  識 ε。 a 。9Qw朧 丑
90℃ ．　 E ；cellulose ，　 F ：sil ｝く，　 G；nylon ，　 H；chi ヒ05an 、

under 　25 ℃ ．　1；Ext二racts 　before 　dyeinq ．

方向に近 い 色素成分の吸着が見られる 。

　蒸留水抽出液染浴 で はナイ ロ ンも シルクに近 い 低 明

度色が得られて い る が，メ タ ノール抽出液染浴で の 染

色ではキ トサ ンがそ れほどの吸着が得られない で ナ イ

ロ ンの方がかえ っ て低 明度で高彩度色が得 られて い る 。

また ， シルクもセル ロース と同程度の

明度で，セル ロース の 方がかえ っ て高

彩度色が得られて い る 。 メタノール 抽

出液染浴 で ， キ トサ ン は R方向に近 い

と こ ろか らYR 方向 へ 色調移行し て い

るのとは逆にナイロ ン はY 方向に 近 い

と こ ろか らYR 方向に移行 して い る。

シルク で は同方 向の色調 で あるが彩度

が か な り低下する 。 溶剤の 影響は セ ル

ロー
スではそれ程認め られないが，キ

トサンでは明度 に，シ ル クやナイ ロ ン

で は明彩度に 明確に 認め られる こ と か

ら有機溶剤 （メタノ
ー

ル）で 溶出する

色素成分 と蒸留水 で 溶出する色素成分

は異な り，蒸留水で 溶出する色素成分

の多くは末端アミ ノ基との親和性が高

い と考え られる。

　　　　 nm　とSoloのBATIK 工房で
0，000
　　　100・o 使 用 さ れ て い る Soga

　　　　 E3rown による染色

　 6eo．D　 Fig．7と Fig．8 と の 比

　　　　 較よ り明 らかな よ う に，

　　　　 Solo の BATIK 工房 で使
　 500．O
　　　　 用 さ れ て い る Soga

　　　　 Brow ［ も OeriOPS ，
　 400．e
　　　　 candolleana 　ARN ．抽

　　　　 出液染浴 による染色も各繊

　 3eo，D 維微粉末は類似 した色素を

　　　　 吸着 して い る こ と を 示 して

　　　　 い る 。 た だ SO 【〔〕 の
　 200，0Soga

　 Brown の方が 全

般にY 方 向の 色素成分を多

く吸着して い る 。 特に，セ

ル ロ
ー

ス で は蒸留水抽出液

染浴の常温染色は同染浴の

高温染色やメタ ノール抽出

液染浴 で の染色 に 比 べ て 高彩度が得 られ て い る こ と が

注 目される 。 Solo の Sog8 　 Brown は他の染 料と

混合物で ある の で 単純な比較 には 問題 が ある が ，

BATIK の常温染色で の効果的な何等かの染色材料の

混合物に含まれる色素成分の影響に よると考えられる 。

　 　 　 　 10　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　陣in
retention 　tirae

　 　 　 　 10

ret ：ention 　timenLn
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Ieana　ARN 抽 出液染浴 による染色　　　　　　line ；under 　90℃ ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 The 　 dot−dashed 　 lihe ；under 　 25℃

匚：＝＝ ＝ ＝二：二：＝：＝＝ 二：1 155 −
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　18　NUMBER 　2　1gg4

： etention 　time retention 　time

　　 　 retention 辷ime 　 　 　 　 　 　 retention 　 time

Fig．12　The 　HPLC 　　chromatograph 　　of 　the 　 dis ヒilled 　 water

　　　 ex ヒr 己 c 七s 　己 fしbr　dyeing　ehe 　different 　fiber 　powders
　　 　 at 　476   ．　The 　solid 　line ；befere 　dyeing ，　The 　do辷t：ed
　　　 line’under 　gO

°
C ，　The 　dot−dashed　！jLne；under 　25

°
C

　3．3，繊維微粉末染色前後の染液の比較

　3．3．1。吸収ス ペ ク トルによる比較

　被染物の 色彩を比較 した結果 ，被染物の素材に よ り

色相および色調 に 明らかな違い が認められた 。 また，

抽出温度 （25， 40， ア0℃）によ っ て も色相お よび色調

が異な D ， まして染色温度 ， 抽 出溶剤によ っ て も被染

物の 色相および色調が異なる こ とが明 らかにな っ た 。

これらの結果は ， 染色温度 ， 抽出溶剤によ り溶出物質

が異なること ， さ らに被染物の素材と の 親和性の違 い

であると考え られる 。

　そ こ で メタノール 抽出液染浴 で の繊維微粉末の染色

前後の染液の 吸収ス ペ ク トル を F虐 ．9 に，染色温度

別 （E5， 90℃）蒸留水抽出液染浴で の繊維微粉末の染

色前後の 染液の 吸収ス ペ ク トル を Fig．旧 に 示 した 。

これらよ り明らかなように 90℃での蒸留水抽出液染浴

の λma 。 は 278nm，476nm に見 られ，メタ ノ
ー

ル 抽 出

液染浴の λm 。 。 はE56，2アB，400，450，474．4nm に見

られた 。 被染繊維微粉末による色素成分の吸収にお い

て，BATIK の染色技法 に見 られ るようにセル ロ
ー

ス

さ らにキ トサ ン は90℃ 蒸留水抽出液染浴で の 染色 より

25℃蒸留水抽出液染浴で の 染色 の 方が高い 。 90℃蒸留

水抽出液染浴で はキ トサ ン，ナイ ロ ン，シ ルクとも に

高い 吸収があるが，ナ イ ロ ン，シ ル クでは25℃染浴よ

り90℃染浴の方が高くセ ル ロ
ー

ス ，キ トサ ン の場合と

逆の結果 とな っ た 。 メタノ
ー

ル抽 出液染浴 で は ， ナイ

ロ ン に のみ高い 吸収が認め られた。

　　　　　　　　　　 3．3．2。高速液体クロマ トグラフ に

　　　 よる色素の展開・分離

　　　　 メタノ ール 抽出液染浴および

　　　 染色温度別 （E5， 90℃）蒸留 水

　　　 抽出液染浴で の繊維微粉末の 染

　　　　　　　　　 色前後の染液の吸収スペ ク トル

　　　　　　　　　 か ら明 らかな ように ， 染色温度 ，

　　　 抽出溶剤により溶出物質が異な

　　　 り被染物との親和性にも大きな

　　　 差がある こ とがわか っ た。

　　　　 そ こで ， さ らに高速液体ク ロ

　　　 マ トグ ラ フ に より各繊維微粉末

　　　　　　　　　 の 染色前後の染液に含まれ て い

　　　　　　　　　 る色素成分の展開 ， 分離を行っ

　　　　　　　　　 た 。 Fig ．11は 温 度 別 （25，

　　　　　　　　　 90℃）蒸留水抽出液染浴での繊

　　　　　　　　　 維 微粉末の染色 前後の染液を

？78nm の波長 で 展 開 したも の，さ らに同 染液を 476

nm で 展開した結果をF陪．12に 示 した 。

　 Fig．11， 12よ り明 ら かなよう に 278nmで 20種類 以

上，476〔m で 9種類 以上の ピー
クが確認 で き た 。 メ

タノ
ー

ル 抽出液 の 場合には278nm で 9種類以上の ピ

ー
クが 確認で き た 。 SolO の 工 房で 使用 さ れ て い る

＄〔〕ga 　Brown には25種類以上の ピー
クが確認で き

た 。 その結果 ， 蒸留水抽出液で Oeriop＄．　oandol −

leana　ARN ．の 主成分と考え られる色素の ピー
クは

メタノ
ー

ル抽出液ではかな り小ざくな っ て い る 。 逆 に ，

蒸留水抽出 で は溶出 しな い がメタノール抽出に よ っ て

現れ る ピ
ー

クも ある 。 主 成分 と考え られる poiy −

phenol の帰属 を試みた ところ ， 市 販試 薬の タ ン ニ

ン は五倍子の天然物か ら抽出されたも の で 適当で はな

か っ た 。 ざ らに ， メタ ノール 抽出液で fla＞an −3−oI

あ る い は fLavan −3，4− dioiな ど の autheRtio

samples で試みたと こ ろ ， これ らが第 2 ピー
ク で

はな いか と考え られる 。 第 3ピ
ー

ク の色素成分も帰属

は行えなか っ たが，シ ル ク
，

ナ イ ロ ン
， キ トサ ン の吸

収が見られる こ と か ら繊維の発色に関連する色素 で は

な い かと考え ら れ る 。

　R5℃染色後の染液と 90℃ 染色後の染液 とを比較 して

みると ， 紫外部も可視部もともに25℃染色の方が繊維

の 色素吸収が大き い も の がキ トサ ン とセル ロ
ース で あ

り ， さ らに＄olo の BATIK 工 房で 使用 ざれ て い る

Soga 　 Brown 染液 で も キ トサ ン は 25℃染色の方が

吸収が大きく，繊維微粉末の測色結果 および吸収 ス ペ

［＝ ＝＝ ＝＝＝ ＝ ＝＝二二三＝：コ t56 ［二二＝ ：＝＝＝二ニ ー ］
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ク トルの結果とも
一

致する 。 こ の こ とからこ の可視部

の 7．5minに現れる ピー
クはY 方向に近 い色 素成分 で

はな いか と考え られる 。 紫外部で も シ ルク，ナイロ ン，

キ トサ ン は両温度の 染色に お い て高い 吸収が見られる。

なか でもキ トサ ンの染色 にお い て ， 1．5minに新た な

ピー
クが検 出され た 。 Solo の BATIK 工 房 で 使用 さ

れて い る SDga 　 Brown 染液でのキ トサ ン染色に も

同様の ピー
クが検 出され て お り， 9［）

DC

染色 の 方が多 い

が両温度に検 出され る こ とか らキ トサ ン と染液で何等

か の 化学変化に より出現する成分で はな い かと考え ら

れ る 。

　4．結論

　 BAT ！K に特 徴 的 に み ら れ る 褐 色 系統 の 染 料

（Soga 　Brown ）の 混 合物 の
一

つ で ある Oer −

iop＄，　candolleana 　ARN ．の乾燥樹皮 から蒸留水

で 溶出する色素を抽出 して 絹 ， 綿を染色 し ， そ の 色彩

効果を OIE （1976）L ＊

a
’b ’

表色系の 数値から調べ た

結果 ， 次の こ とが明 らかにな っ た 。

　綿は常温 で の 重 ね 染 め によ る 長 時間 染 色 と い う

BATIK の 染色技法が効果的で ある 。

　ア ル ミ ニ ウム 媒染 に よ りYR 方向 へ 色調 が変化する

が ， 後媒染 よ り先媒染に効果があ り，しかも媒染濃度

の影響が大きい 。

　絹は温度の上昇 にともな い 抽出色素との 親和性が高

か っ た 。

　絹カミ綿より Oeriops ．〔⊃andolleana 　 ARN ．と

親和性が高か っ た こ とか ら ， さ らに蛋白繊維の 特徴 で

あるアミ ド結合を数多く持つ 基材として ナイ ロ ン，糖

で あるが数多くの末端アミノ基を持つ キ トサ ンを基材

として 染着性を調 べ た 。 蛋 白繊維が温度条件の 影響が

ある こ とか ら蒸留水 ， メタノール で 溶出する色素を抽

出後， 先の 被染布の 実験 よ り最適時間 を 考 え
，

セ ル ロ

ー
ス ， シル ク ， ナイ ロ ン ， キ トサンの繊維微粉末を温

度別 （90℃ ， 25℃ ）で染色 して その色彩効果を測定す

る と同時に そ の 染色前後の 色素成分の 組成変化を高速

液体クロ マ トグラフ ィ
ーを使用 して展 開した。 又，現

在Solo の 工 房 で 使用され て い る Soga 　 Brown の

原液をもとに同様の染色を行 い比較検討 した結果，次

の こ とが明らか にな っ た 。

　予 想通 り蒸留水抽出液染浴で の 90℃染色 で はキ トサ

ン ，ナイロ ン，シ ルクの 順に高い色素吸 収が見 られ，

25℃染色 ではキ トサ ン に顕著に低明度の褐色が得 られ

た。

　温度別染色で はナイ ロ ン，シルクは 90℃染色の 方が ，

セル ロ
ー

ス ，キ トサ ン で は25℃ 染色 の 方が親和性が高

かっ た 。

　メタノ
ー

ル抽出液染浴 で の 染色で はナイ ロ ン に高 い

吸収が見られた 。

　蒸留水抽出液の 2ア8nm で E口種類以 上
， 47Gnm で 9

種類以上 ， メタ ノ
ー

ル抽 出液 の 278［m で 9種類以 上

の ピ
ー

クが確認で きた 。 さ らに ， 染色後の ピークから

色素の 繊維微粉末へ の 染着結果 と
一

致する こ とがわか

る 。

　キ トサ ン の染色 にお い て は紫外部に何等かの化学変

化の影響か新たなピークが出現した 。

　＄olo の Soga 　 Brown で も E5種類 以上の ピ
ー

ク

が確認で ぎた 。

　今後Soga 　 Brown に含まれる他の染料の抽出液

による染色 で の色彩特性を検討すると ともに ， 色素成

分 の 帰属をさ ら に 試 み よ う と考え て い る 。
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